
















 

 
 

 
 

【社員共育委員会】 
売上・利益・働き方 

社員共育委員会は毎月第 3 水曜日に委員会を事務局にて開催しています。 

その中で「学習会」という時間をとり、決められた報告者が問題提起をし、討論しています。 

先月はＫ社長から、「売上・利益・働き方」について問題提起をして頂きました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

納期や時間などの面で無理難題にもこたえられる対応力を強みとし続けてしまうと社員にとっては多大

な負担。 

つい先月もそういったタイプのお客様と不穏な状態になった。自社が仕事を選ぶ必要性を実感している。 

いずれは無茶な仕事をすべて切っていきたいと考えているが、今は自分が営業していることを活かして

仕事の選別を始めながら「付加価値とは何か？」について深堀をしていきたい。  

 

参加者からは以下の意見がありました。  

「残業について遅い時間のサービスの対価をお客様から割増料金などの形でいただくこともできるので

はないだろうか」 

「自社でも会議で中小企業は残業をしてなんぼとの意見があり課題となっている」 

「休日出勤の振休を義務付けすることで休日出勤は激減、売り上げもキープできたのだが、営業は現場に

対してなるべく出てほしいと考える意識の違いも浮き彫りになった」 

「急なこともやってくれるは付加価値なのかどうかから考える必要があるのではないか」  

「自社ではどうやったら定時で終われるかから逆算して現場が各人に仕事を割り振るので、急な仕事が

あっても残業せずに済んでいる。また、現場でも「断るべき注文」というものは共通認識できている。ま

た、高単価の商品で付加価値を上げている。」 

「中小企業は、仕事の選べない時期にチャンスがあれば何でも引き受け、自身や強みが明確になることで

やっと選ぶことができる、という側面もあるのではないだろうか」  

「現場の営業に利益についての責任はないので、経営レベルでチェックを行い、データの蓄積からの原価

収益管理、顧客のランク付けを社員と共有していく。方針・戦略に基づいてなぜ一見収益性の低いこの仕

事を切らないのか？といった部分も明確に伝えている」受「注事業は撤退という選択肢を選べるので、撤

退すべき仕事をスクラップ、新しい仕事を戦略的にビルドしていかなければならないのでは」 

「社員に無理をさせても、仕事がなくても会社はつぶれる。方針・計画に基づき社内で情報を発信、共有

できるか。そして果たしてこの付加価値は社員の幸せにつながる付加価値かという視点が大事ではない

か」  

 

と様々な意見が出ました。 

売上、生産、残業、働き方改革、利益、などどれも複雑に絡み合っています。 

将来何を目指すのか、会社・職場のあるべき姿は何なのかを考えて現在とのギャップを測り、そのギャッ

プをどう埋めていくかを指針書に入れ、社員と共有して推進する必要があると感じました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

こんな学習会をしています。 

自社の経営課題をお持ちになってゲスト参加してみませんか？ 

【次回社員共育委員会】 

■日 時：6 月 20 日（水）17:30～20:00（基本的に毎月第３水曜日に開催しています） 

■会 場：山形同友会事務局（山形市南館 3-26-26 スタジオ・アヴァン 102 電話 023-645-5500） 

※同友会事務局に電話１本でＯＫ！ゲスト参加お待ちしております。 
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【女性部会】 

女性部紹介 

山形同友会女性部会は、今年で発足 10 周年を迎えました。設立当初、「なぜ女性だけ独立

する必要があるのか。経営者に男も女もないはず。」を問い続けた創始メンバーが、女性経営

者全国交流会（女全交）に参加し気づきを得ます。 

同友会に毎月参加する女性経営者は、ほうっておいても学ぶ機会に当たる。しかし、まだ

まだ日本の女性は、家庭・地域のなかで、がんじがらめになって自分の意志で動きが取れな

いでいるかたも少なくないと。平成が終わろうとしている今日は、だいぶ女性を取り巻く環

境も変わりましたが、まだまだ根強く残る、女性自身が価値観にしばられ、学べないという

実情。 

ならば、せめて、日中のじかん夕方まで終わる時間で、女性同士が集まって、腹を割って

経営の話をしよう、悩みを打ち明けあおう！というところから、スタートしました。 

今では、メンバーの多くが、経営指針作成・委員会活動・全国行事参加・支部幹事・理事、

と、同友会活動を通して、女性経営者、女性リーダーとして成長してきました。 

 日本人はまだまだ、ライフワークバランスを取るのが苦手です。男性も女性も、仕事が中

心すぎてプライベートがバランスを崩したり、ライフを優先するあまり、仕事が思い通りに

進まずせっかくの能力を発揮出来ずにいたり。 

是非、女性経営者はもちろん、経営者夫人、女性幹部、女性を雇用している男性経営者の皆

さんで集って学びあいましょう。10/17（予定）には、10 周年記念事業も計画しています。

これを機に、山形同友会は「生き活きと働ける会社」が多く活気ある社会づくりが進んでい

ます！といえる、地域になりたいと希望に燃えています。 

 女性部を是非、のぞきに来てください！お待ちしています。 

 

 

【次回女性部会例会】 

■日 時：７月１７日（火）14:30～16:30 

■会 場：山形同友会事務局 

（山形市南館 3-26-26 スタジオ・アヴァン 102 電話 023-645-5500） 

※詳細は追ってご連絡いたします。お楽しみに！ 

 


